




Ⅰ.はじめに

近年,定期的な学校検尿の実施により,定型的な腎疾患のみならず無症候性の微

少血尿や蛋白尿の症例が多数発見される様になった。

われわれはこの様な症例の病態を解析し,その管理指導にあたることは小児保

健の上に極めて重要である。

さて,われわれは小児腎疾患の病像,とくに免疫学的活動性の様相を,腎生検を

施行せずに尿成分を中心にある程度把握する一方法として尿中螢光陽性細胞の

経時的算定を行い,また,微少血尿の症例については腎局所の凝固線溶系の異常

が関与しているものと考え,その凝固線溶系関連蛋白の出現等について検討し

た。


